
事業の計画・内容

レ 直営 □ 指定管理 □ 民間委託等

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円） 委託料

臨職賃金・共

その他
合計（A+B)
③財源内訳 特定財源 国県支出金
（千円）

受益者負担
その他特財

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）
　
事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

5,615 5,519 5,519

３７－０５５８田邊　由美子 連絡先

図書、ビデオの貸出し利用人数

6,678
6,800

100

H18（目標）

目標

H19（目標）

名            称コードコード 名               称
一般会計
民生費
同和行政費
隣保館費

部落差別の解消に向け、同和行政を推し進める

０１
０３
０３
０２

会計
款
項
目

A

総合評価

　施設利用者の延人数 地区内外の利用者の増員を図る。

3
3
3

有効性
達成度

100
100

単位

4,220

10人 5

4,212 4,220

1,606 1,606

目標値

人

H17 H18 H19
実績値

10

9,369 9,369
1,762 1,762

3,889 3,850 3,850
9,504
2,067

599 601 601

5,400 5,400 5,400

1,438

ヘルストロン利用については、住民の健康増進と利用者の交流を図っている。人権・同和問題に関する図書、ビデオの貸出しについては、利用しや
すい状況をつくり、人権啓発に役立てるようにしていく。

指標設定の考え方

住民の健康増進と利用者の交流を図る指標として、利用日数を設
定する。

％

目標
6,800

事業の目的の成果を測る指標

ヘルストロン利用した延日数
ヘルストロン利用可能な日数

H17

人

4必要性

住民の健康維持と利用者の交流の場としての機能が充実しているため、現状維持とする。

4,104

効率性

評
価

3,969 3,969

H17 H18（予算）

0.75

H19（予算）

0.75

細目
細々目

１０１

人権・同和問題の速やかな解決の推進に資する事業の実施拠点となる。
また、社会福祉施設として、高齢者を中心に健康増進や趣味・生きがい活
動を行う

成果（どうなるのか）

０２
隣保館管理経費
下郡市民館管理経費

人権政策部　下郡市民館担当部課名
作成者氏名

設
置
目
的

市内の類似施設

対象等（何を、誰を）

本
年
度
事
業
内
容

ヘルストロンの利用開放
啓発図書整備充実

伊賀市隣保館条例

八幡町市民館ほか７隣保館

単位

（委託先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
根拠法令・要綱等

ヘルストロン利用人数

正規職員     （人） 0.75
活動指標

施設の管理・運営

人権・同和問題に対する理解を深める拠点としての活動
住民福祉の向上

事業名

基本施策

393

伊賀市　事務事業評価シート

下郡市民館管理経費

39


